
奈良県立医科大学の「建学の精神」 

最高の医学と最善の医療をもって地域の安心と社会の発展に貢献します。 

 

奈良県立医科大学の理念 

本学は、医学、看護学およびこれらの関連領域で活躍できる人材を育成するとともに、国際的に通用する高

度の研究と医療を通じて、医学および看護学の発展を図り、地域社会さらには広く人類の福祉に寄与すること

を理念とする。 

 
奈良県立医科大学教育分野の理念と方針 

理念 豊かな人間性に基づいた高い倫理観と旺盛な科学的探究心を備え、患者・医療関係者、地域や海外の 

人々と温かい心で積極的に交流し、生涯にわたり最善の医療提供を実践し続けようとする強い意志を 

持った医療人の育成を目指します。 

方針 １．良き医療人育成プログラムの実践 

   ２．教員の教育能力開発と教育の質保証 

   ３．教育全般に関する外部有識者評価と学生参加の推進 

   ４．学習環境と教育環境の充実 

 

教育目標 

＜医学科＞ 

    奈良県立医科大学は、将来、研究・医療・保健活動を通じて地域社会に貢献し、より広く人類の福祉と医

学の発展に寄与できる人材を育成するため、医学・医療に関する基本的な知識、技術、態度・習慣を体得し、

独創性と豊かな人間性を涵養し、あわせて生涯学習の基礎をつくることを教育の目標とする。 

 

 ＜看護学科＞ 

        １．看護の対象である人間を全人的に理解し、生命の尊厳と権利を擁護する姿勢を持ち、倫理的判断に基

づいた行動ができる能力を育成する。 

２．看護の目的および意義を理解し、対象者に応じた技術の適用と必要性の判断を自己決定できる実践能

力を育成する。 

３．変化する社会のニーズやあらゆる人々に応じた看護の展開方法を修得し、さらに幅広い学問を探究す

ることで、看護学固有の課題を追求し、改革する能力を育成する。 

４．大学生活や看護の実践を通して、自己を洞察し、看護職者としてのアイデンティティの形成、人間形

成等、自己の成長に努める姿勢を育成する。 

５．医療および関連職種との協働の必要性を理解し、ヘルスケアシステムにおけるマネジメントの基礎         

的能力を育成する。 

６．地域および国際社会における看護職の役割を理解し、地域保健医療および国際協力活動に貢献でき       

る基礎的能力を育成する。 


